










目的 

慢性疾患の母親から出生する児はあまり医療現場には目だってこないが,決して少ない頻

度ではない。障害者の社会参加が定着するにつれてこのようなケースはますます増加し,

そこにいろいろな問題も生じてこよう。母親に関しては疾患の悪化,児に関しては奇形発生,

身体発育と発達の問題そして,両者ともに遺伝問題がある。ここでは代表的な慢性疾患であ

る抗てんかん薬と向精神薬服用の母親に焦点をしぼり疫学的な立場も踏まえ,児の発育,発

達問題を検討し,グレーゾーン対策への資料としたい。 


